
イベント実施概要 
 
イベント名：第一回 アイデアソン・メイクソン 
        ～ 自分の使いやすいものを自分たちで作る！ ～ 
 
目的：障害当事者が日常的に抱える、自助具などに関する課題をヒアリングし、既製品では解決
できない課題を掘り起し、当事者団体、医療関係者（理学療法・作業療法）、３DCAD オペレ
ーターなどを含む、様々な視点からの意見を出し合い、個人に合った自助具を創造し、3Dプリンター
を用い課題解決を目指す。 
 
開催日時：2023年 3月 12日（日） 13時～16時 15分  アイデアソン 
                 21日（火） 13時 30分～16時  メイクソン 
 
場所：キラリエ草津会議室 
 12日 5階 協働ひろば 
 21日 5階 502・503会議室 
 
主催： 特定非営利活動法人アイ・コラボレーション 
      MKLab.（エムケーラボ）南草津 

※MKLab.南草津とは、IT技術者の集まりで、3D プリンターを用い、自助具等の作成を
し、障害のある方の課題解決をしたいと活動されている団体 

協力： びわこリハビリテーション専門職大学、NPO法人滋賀県脊髄損傷者協会  
 
参加予定：当事者 アイ・コラボレーション、草津養護学校、滋賀県脊髄損傷者協会 

技術者 MKLab南草津 
医療関係者 びわこリハビリテーション専門職大学 
その他  一般の方 

 
内容： 
◎１日目（アイデアソン）3時間 15分程度 
４グループ（予定）に分かれ、各グループごとに障害当事者の課題をヒアリング、グループ内で解決
できそうな課題をピックアップ、ディスカッションし、コンセプト設計、モデリングまで行う。 
可能であれば試作品を作成まで。 
◇時間内訳 
・アイスブレーク １５分 



・課題提起～ディスカッション～設計 ２時間 
・発表 ６０分 

◇グループ内の構成メンバー（各グループ５～７名程度） 
・障害当事者（課題提供） １名～２名 
・エンジニア（MKLab南草津） １名～２名 
・その他（医療関係・一般の方） ２名～３名 

 
◎２日目（メイクソン）2時間 30分程度 
アイデアソン終了から、１週間程度グループ内でのブラッシュアップ、設計完了をさせておく。 
※設計完了データは MKLab南草津さんで事前プリントアウトしてもらう。 
・最終発表準備（プリントアウト含む） １時間 
・最終発表    １時間 
・審査・審査発表   ３０分 

 
 
[アイデアソン・メイクソンイメージ図] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イベント後の展開：アイ・コラボレーション、または MKLab さんとで、自助具の相談センター（窓口）
を開設。 既製品では対応しきれない、障害当事者個々の自助具に対する細かな課題解決をす
るためのグループを作る。 

アイ・コラボレーション 
障害当事者 

 
 

びわこリハビリテーション
専門職大学 MKLab南草津 

課題提起 
希望する未来 

コンセプト設計、当事者
の希望などから実現可能
な 3D設計・試作・製作 

課題解決 
を目指す 

専門的な見地からアドバ
イス、コンセプト設計 


